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FMFM戦略企画研究部会の研究趣旨戦略企画研究部会の研究趣旨 (1/2)(1/2)

<背景>

企業・団体等（以下「企業」という）は、目まぐるしく変化している経営環境のもとで、
その存続と企業価値の向上を目指して経営戦略を策定し変化に対応しながら活動
を続けている。

その戦略の実行にあたっては、経営資源としての「人・物・金・情報」を的確に活用
すること、総合的にマネジメントすることが重要である。従来かつ現ＦＭは「施設と
その環境を総合的に企画、管理、活用する経営活動」であり、機能別戦略の一つ
として捉えられ、特に、その費用的側面に関心が集まる傾向があったが、本来の
ＦＭは経営資源全体のマネジメントの視点が重要であると考える。

企業経営においては、最近、競争力の源泉として知的創造性と生産性、従業員や
組織の活力など従来の設備投資に加えて「人」や「知識・情報」を重視するようになり、
企業の経営資源全体を総合的に活用することによって、経営戦略を立案・実行して
いる。「総解説ファシリティマネジメント」（ＪＦＭＡ）では、ＦＭの進展段階として、部分
的ＦＭ-統括的ＦＭ-先進的ＦＭ、更にＣＩＲＭ（Corporate Infrastructure Resource 
Management） ＝次世代ＦＭと捉えて対象を企業のインフラストラクチャーリソース
全体にまで拡大してマネジメントすることの重要性を指摘している。

最近では、知識創造力の向上のために＜場の設え＞の意義・役割が重要視され
ている。

禁無断複製
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FMFM戦略企画研究部会の研究趣旨戦略企画研究部会の研究趣旨 (2/2)(2/2)

<目的>

経営戦略とＦＭ戦略の関係をＣＩＲＭの視点に立って、経営戦略に貢献する財の
マネジメント（変革・活用等）の在り方をマクロ的に明らかにすること。
即ち従来のＦＭからＣＩＲＭへのパラダイムチェンジを提案すること。

＊ＣＩＲＭ：Corporate Infrastructure Resource Management
→ＢＩＭ：Business Infrastructure Management あるいは

ＩＲＩＳ：Integrated Resource and Infrastructure Solutions とも呼ばれる

<経過>

これまでに、経営戦略と経営資源（財）のマネジメントの関係をマクロに検討する
ツールとしてFM戦略経営フレームワーク（前２回のCIRM戦略マトリックスを改称）を
提案すると共に､それを活用してFM事例の検証と各施策の「見える化」の検討を実施。

<検討の方向>

◆ 経営戦略に関わる財のマネジメントの「見える化」

◆ 財のマネジメントにおける各種施策をBSC（バランススコアカード）の考え方に
倣い、その効果を評価する重要成功要因とKPI（主要評価指標）とを明確化

禁無断複製
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目目 次次

<研究趣旨>

<目次>

1. 現ＦＭ戦略から次世代ＦＭ戦略へのパラダイムチェンジ
2. 次世代ＦＭへの視点 (1/3～3/3)

3. 今回の発表のポイント：「知識創造と人間力向上」のためのＦＭ戦略としての<場>の設え

4. <場>の設えに関する施策目標と関連性
5. ＦＭ戦略経営フレームワークを活用した<場>の設えに関するＦＭ施策
6. <場>の設えに関するＦＭ施策とＫＰＩ （イメージ）
7. ＦＭ戦略経営フレームワークの概要 (1/4～4/4)

8. 施策に関する検討事例1：知識経営とＦＭ戦略 (1/4～4/4)           (多摩大学大学院 紺野 登 教授)
9. 〃 2：楽しさと価値創造の仕事環境 (1/2～2/2) (㈱ｼｸﾞﾏｸｼｸｼｽ 倉重 英樹 代表取締役CEO)

10. 〃 3：モチベーション (1/3～3/3) (㈱ﾘﾝｸﾌﾟﾚｲｽ 佐藤 浩也 代表取締役社長)
11. 〃 4：ビジネス顕微鏡 (1/2～2/2) (㈱日立ﾊｲﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ 佐藤 直基 主任技師)
12. 〃 5：ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾜｰｸｽﾀｲﾙ (1/3～3/3)            (日本ｱｲ･ﾋﾞｰ･ｴﾑ㈱ 青山 桐子 経営ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ企画担当)
（※8.～12.は2009/2/10研究発表時のみ公開）

13. 各検討事例における施策とＫＰＩ具体例 (1/3～3/3)
（※13.は2009/2/10研究発表時のみ公開）

14. まとめ

15. ＦＭ戦略企画研究部会コアメンバーリスト

禁無断複製
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デミング・サイクル

現現FMFM戦略から戦略から次世代次世代FMFM戦略へのパラダイムチェンジ戦略へのパラダイムチェンジ
－企業を代表例として－

経営環境の変化
継続的な経営戦略の変遷

P

A

D

C
戦略経営

ビジネス変革

財 務

I C T

知 財

組 織

人

ファシリティ

企業目的の達成
（社会・顧客・従業員・出資者への貢献）

・マーケティング
・研究開発
・生産／調達
・流通
・販売

企業活動

・市場
・競合相手
・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ
・技術変革
・リスク

経営環境

ＣＩＲＭ
ＦＭ・財務・人事・ＩＴ・知財などの
ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ・ｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬｰを有機的に
結合して、企業活動による付加価値・
生産性・財務的効果の最大化を図る。

ソフト面
・知的生産性
・創造性
・スピード＆タイミング
・ビジネスプロセス

ハード面
・コスト削減
・資産有効活用
・プロジェクト管理

禁無断複製
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次世代次世代FMFMへへのの視点視点 (1/3)(1/3) 総解説ＦＭ（ＪＦＭＡ）総解説ＦＭ（ＪＦＭＡ）

次世代ＦＭとして、企業のコアビジネスを支援するＦＭ・財務・人事・情報システムな
どを組織のビジネス基盤としてコーポーレート・インフラストラクチャーと位置付け、そ
れらの組織・プロセス・データベースの統合あるいは有機的結合により、企業の付加
価値・生産性と財務効果を最大限にすることをＣＩＲＭとして提示している。

Ｎｅｗ Ｗｏｒｋｐｌａｃｅ

インフラコスト
の価値創造

統括的ＦＭ
コスト戦略

施設の
コスト管理

運営
維持の

ＦＭ

ＣＩＲＭ

ＩＴ
情報
通信

ＨＲ
人事

コスト

Ｒｅｓｏｕｒｃｅ Ｍｉｘ

全インフラコスト

いつでも、どこでも

戦略的
ＦＭ

Ｉ Ｔ

ＨＲ

ＦＭ

禁無断複製
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CIRMのコンセプト：IDRC
次世代次世代FMFMへへのの視点視点 (2/3)(2/3)

※ IDRC ： The International Development Research  Council

禁無断複製
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次世代次世代FMFMへの視点への視点 (3/3)(3/3)

次世代FM：経営目標として企業の付加価値・生産性・財務効果の最大化

と企業の継続を 図るため、経営資源＝財をマネジメント（変

革・活用等）すること。

◆付加価値には、社会に対して貢献することが含まれる。

◆生産性には、コスト削減のみでなく、売上・利益拡大（事業拡大含む）

が含まれる。

◆財務効果の（短期的）最大化は、必ずしも最終目標とは限らない。

組織＝人ソ
フ

ト
的

環
境 人

的
環

境

ハード的環境

次世代FMの財：企業は人なり、組織は人

と言われますが、人に影響を与える全て
の環境を次世代FMの財として捉える。

◆人的環境：人財・組織

◆ソフト的環境：知財・情報

◆ハ－ド的環境：施設・（空間）環境

禁無断複製
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今回今回のの発表のポイント：発表のポイント：
「知識創造と人間力向上」のための「知識創造と人間力向上」のためのFMFM戦略としての戦略としての<<場場>>のの設え設え

◆ 経営戦略の重要なテーマである「知識創造と人間力向上」を取り上げ、
そのためのFM戦略のあり方を検討する。

◆ 「知識創造と人間力向上」の重要性：現代の企業経営においては、常に
一歩先を行く価値提供が必要であり、かつ、その継続的取り組みが求め
られる。⇒ 「知識創造と人間力向上」による絶え間ない価値提供により
企業の成長・継続が図られる、まさにその源泉と言われる。

◆ FM戦略経営フレームワークを活用して、「知識創造と人間力向上」のた
めのFM戦略を<場>の設えをベースとして検討

１） 「知識創造と人間力向上」に深く関連すると思われるキーワード抽出
<場>の設え、コラボレーション、コミュニケーション、モチベーション、

ダイバーシティ、知識創造プロセス、ワークスタイル

２） 「知識創造と人間力向上」に対する各キーワードの相対関係の整理
３） FM戦略の検討：各施策キーワードに関連する施策目標とその重要

成功要因・主要評価指標（KPI）の検討
４） 本テーマに関する事例報告・識者による報告概要紹介

※ KPI ： Key Performance Indicator

禁無断複製
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<<場場>>の設えに関する施策目標と関連性の設えに関する施策目標と関連性

－知識創造には＜場＞が大きな役割を果たすことを多くの識者が指摘－

＜場＞の形成・維持と機能
継続・変革

時間軸での
取り組み

◆＜場＞の中で機能する要素

・コミュニケーション ・コラボレーション ・知識創造サイクル

◆＜場＞の形成・状況を左右する要素

・ビジョン・目標の共有 ・情報の共有 ・モチベーション

・ダイバーシティ ・ワークスタイル ・環境（人・情報・空間）

イノベーション

停滞・マンネリ化への対応

知 識 創 造禁無断複製
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・感性を刺激する
環境

・生理的心理的快
適な環境

・学習機会と体系
・コミュニケーショ

ン

・人材育成
・ダイバーシティ
・トップメッセージ
・多様なワークス

タイル
・ワークライフバ

ランス

・モチベーション（能
力発揮・成長・やり
がい）

・リーダーシップ
・ビジョンの共有

＜従業員力・組織力改善＞
従業員が主体的に活力を持って活動で
きること、組織（体制）が個人を支援し、
柔軟であること

・整備されたIT環
境

・｢場｣を支える多様
な環境

・情報の共有化
・ナレッジ

マネジメント
・DBシステム
・SECIモデル

・コラボレーション
・組織横断

プロジェクト・<場>の構築維持

＜業務プロセス改善＞
業務プロセスを業務プロセスとして捉え
るだけでなく、非定型な価値創出のため
のプロセス＝「場」の構築・維持を含める

・利用率の向上の
ための最適投資

・知識資産評価管
理手法

・優れた人材の
採用と処遇

・知識資産投資
・知識資産活用

＜財務改善＞
知的資産の見方を踏まえて、設備投資
と同様に知的資産増大への投資と資産
活用を図ること

・ニーズの把握の
ためのアンテナ
ショップ、イベント
開催

・顧客ニーズの
フィードバックの
仕組み

・顧客ニーズの
把握体制

・リクルートのた
めのブランディ
ングメディア

・顧客満足度
・市場競争力
・顧客創出力

＜商品・ブランド・サービス改善＞
「知識創造と人間力向上」により企業と
してその提供価値を向上させると共に、
継続的成長を維持すること

施設・環境知財・情報人財・組織

各財における施策（重要成功要因）
目標に関する項目経営目標

FM戦略経営フレームワークを活用した
<場>の設えに関するFM施策

禁無断複製
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ダイバーシティ

ワークスタイル

コミュニケーション
従業員力の
改善

モチベーション

知識創造サイクル

コラボレーション
業務プロセス
の改善

情報の共有

KPI重要成功要因
FM施策事例
（人財・組織/知財・
情報/施設・環境）

施策目標
経営目標：
＜場の構築・
維持と変革＞

<場>の設えに関するFM施策とKPI （イメージ）

※ KPI : 主要評価指標 Key Performance Indicator

検 討 中
禁無断複製
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総合評価財の変革・活性化の
度合い

組
織
内

達成成果

・効果

人財・組織

People

従業員力・組織
力改善

（有効性向上）

業務プロセス改
善

（効率性向上）

財務改善

（経済性向上）

商品・サービス
改善

（満足度向上）

組
織
外

評価施設・環境
(ハード系)

Place

知財・情報
(ｺﾝﾃﾝﾂ･ﾉｳﾊｳ系)

Process

目標&戦略
マップ

経営目標

経営目標に対
する各財のマ
ネジメント施
策

FM戦略経営フレームワークの概要 (1/4)
- ファシリティマネジメント（FM）戦略：３つの財の施策 -

禁無断複製
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FM戦略経営フレームワークの概要 (2/4)
- 各種施策項目リスト -

禁無断複製



JFMA FORUM 2009 FM戦略企画研究部会 15

（環境品質評価）（情報のオープン化度）（従業員満足度評価ＥＳ向上）（従業員満足度の改善）

環境の快適性・環境品質情報共有化
情報の見える化
情報の活用度

従業員満足の向上
育成・研修の充実

従業員満足度の向上
組織の一体感の向上従業員力・組織力改善

（ワークプレイスの多様性）（業務フローのたな卸しと改善）（改善活動の活性度）（品質・コスト改善度）

ワークプレイスづくり技術継承
ＢＭとベストプラクティス

改善活動品質・コスト改善
業務プロセス改善

（収益貢献度、事業貢献度）（ＩＴ投資効果）（生産性の改善度）（財務の改善度：前年対比など）

ＣＲＥ戦略（活用と最適化）
ファシリティコスト評価

ＩＴ投資の効率化とＩＴ活用
財務分析

組織・体制の合理化
生産性の向上

財務状況の改善
売上・利益・原価の改善財務改善

（社会貢献度）（顧客情報の収集度）（マインドの改善度）（ＣＳの改善度）

施設・環境による社会貢献顧客情報の把握とフィードバック
ＣＳ分析

顧客志向のマインド
ＣＳの向上
マーケティング重視の姿勢

顧客満足度の向上
ブランド価値の向上

商品・サービス・ブランド
改善

施設・環境知財・情報人財・組織目標＆戦略マップ戦略目標

FM戦略経営フレームワークの概要 (3/4)
- 経営目標に対する重要成功要因とKPIの例 -

重要成功要因

（KPI関連項目）

禁無断複製
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FM戦略経営フレームワークの概要 (4/4)
ｰ経営目標に対するKPIリスト （試案（試案・検討中・検討中）） ｰー

－各KPIを「力・Power」と表示し、統一を図る－

禁無断複製
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＜＜ まま とと めめ ＞＞

今日、企業が必要としているのは、個々人の力
と責任に広い領域を与えると同時に、彼らの志
や努力に共通の方向性を与え、チームワーク
を打ちたて、個人的目標と共通の利益とを調和
せしめるような「経営原理」である。

（P.ドラッカー 現代の経営：１９５４ 上梓）禁無断複製
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FM戦略企画研究部会コアメンバー

社団法人日本ファシリティマネジメント推進協会角田 卓也事務局

株式会社ウシオスペックス山口 良太

NPO法人茨城県南生活者ネット松原 卓朗

有限会社原山総合研究所原山 坦

株式会社ケー・デー・シー天神 良久

株式会社日建設計佐治 正宏

日本環境マネジメント株式会社久保田 渉

株式会社セノン上倉 秀之

スカイコート賃貸センター株式会社樫村 弘子

富士通株式会社青木 茂

株式会社ビューテクノロジー井上 哲副部会長

株式会社ＮＴＴファシリティーズＦＭアシスト髙藤 眞澄部 会 長

所属企業・団体氏 名

禁無断複製


